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【凡例】
１. 本図録は、令和 2 年度重要文化財公開『首里城京の内跡出土品展－発掘された倉庫跡－』
　  （開催期間：令和 3 年 1 月 26 日～ 3 月 21 日）の展示を補完するものとして、編集・作
　  成しました。
２. 展示会企画は、大城妃左緒が行いました。また、原稿執筆は、金城亀信・玉城 綾・荻堂
　  匠美が行いました。
３. 本誌掲載写真は、過年度の記録・保存用写真ほか、資料撮影を伊禮若奈が行いました。また、
　  本誌編集・イラスト等は、亀島英莉が行いました。
４. 文化財保護・教育普及・学術研究を目的とする場合は、著作権（発行）者の承諾を得ずとも、
　  本図録を複製して利用できます。ただし、利用にあたっては出典を明記してください。
５. 発掘調査報告書に記載されている資料名と本図録に記載されている資料名が一部異なる
　  ものが存在します。これは報告書刊行後、新たな研究成果によって詳細が判明したこと
　  によるものです。
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ごあいさつ

　首里城京の内跡の発掘調査は、平成 6(1994) 年度～ 9(1997) 年度にかけ

て実施されました。平成 6 年度の調査では倉庫跡 (1459 年の火災で焼失 ) を

検出し、14 世紀中頃から 15 世紀中頃の中国・東南アジア・日本で生産され

た膨大な量の貿易陶磁器が出土しました。

　これらの陶磁器はアジア諸国との交易によって独自の歴史・文化を形成した

琉球王国の栄華を示すだけでなく、世界でも報告例のない「元
げ ん

青
せ い

花
か

八
は っ

宝
ぽ う

文
も ん

大
お お

合
ご う

子
ず

」や元末明初 (14 世紀後半 ) の「紅
こ う

釉
ゆ う

水
す い

注
ちゅう

」といった貴重な資料も見つかる

など、我が国の歴史上、意義深く、かつ学術的価値の特に高いものとして、共

伴出土した金属製品やガラス玉とともに、平成 12 年 6 月 27 日付で国の重要

文化財（考古資料）に指定されています。

　沖縄県立埋蔵文化財センターでは、これらの資料を適切に保管・管理し、開

所した平成 12(2000) 年以来、国指定重要文化財公開「首里城京の内跡出土

品展」を 18 回にわたって開催し、多くの県民の方々に期間限定で公開してい

ます。

　また、今年度は首里城京の内跡出土資料が国指定重要文化財に指定されてか

ら 20 年、さらに首里城跡を含む 9 つの資産が「琉球王国のグスク及び関連遺

産群」として、ユネスコの世界文化遺産に登録され 20 年という記念の年でも

あります。

　そこで今回の企画展では、首里城跡の世界文化遺産登録について触れるとと

もに、貴重な陶磁器が出土した倉庫跡に初めて焦点をあてました。新たな視点

で本展をご覧いただき、重要文化財「首里城京の内跡出土陶磁器」に対する

皆様のご理解がより深まるとともに、本県の文化財の魅力や価値に興味を持つ

きっかけとなれば幸いです。

令和 3 年 1 月 26 日

沖縄県立埋蔵文化財センター

所  長　　瑞  慶  覧　 勝  利
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　平成 12（2000）年 12月に開催された第 24回世界遺産委員会において世界文化遺

産として「琉球王国のグスク及び関連遺産群」〔９資産：今
な

帰
き

仁
じん

城跡・座
ざ

喜
き

味
み

城跡・勝
かつ

連
れん

城 跡・ 中
なか

城
ぐすく

城 跡・ 首 里 城 跡 の ５ つ の グ ス ク と 特 別 名 勝  識 名 園 お よ び 園
その

比
ひ

屋
ゃ

武
ん

御
う

嶽
たき

石門・玉
たま

陵
うどぅん

・斎
せー

場
ふぁ

御
う

嶽
たき

の４つの関連史跡等〕が登録され、今年度（2020年度）で 20

周 年 を 迎 え ま し た 。 登 録 に は 下 記 ６ つ の「 登 録 基 準 」（ 2 0 0 1 年 現 在 ） の う ち（ ⅱ ）（ 

ⅲ）（ⅵ）の３つの登録基準が適用・評価されました。

　「琉球王国のグスク及び関連遺産群」は、記念工作物・遺跡・文化的景観から構成され、いず

れも琉球が統一国家へ始動し始めた 14世紀後半から、琉球王国が成立した後の 18世紀末にか

けて生み出された琉球独自の特徴を表す文化遺産です。これらの遺産が世界遺産に登録された

ことは、東アジアや東南アジアに雄飛して琉球王国を築き、独自の歴史と文化をはぐくんでき

たことが世界的に高く評価されたからです。

　世界文化遺産に登録された首里城跡ですが、令和元（2019）年 10月 31日未明に首里城内で

発生した火災によって 30数年かけて復元された正殿を含む７つの建造物が消失し、県民をは

じめ世界中の人々に衝撃を与えると同時に大切な財産を失いました。この火災により首里城正

殿建物の土台となる基壇跡の一部が部分的に公開されましたが、琉球石灰岩の石積み遺構への

延焼が認められました。しかし、地下に残されている遺構全体からすると一部であり、世界文

化遺産への影響は大きく損なわれることはないと考えられています。これは首里城跡を含む９

資産について、世界遺産委員会の文化遺産諮問機関である国際記念物遺跡会議（イコモス）の委

員による 2000年 1月 27日から 5日間にわたる現地調査、そしてイコモス評価書（真実性の証明）

で「考古学的遺跡の修理や修復について遺跡の真実性は確実に保持されている」などの「顕著な

普遍的価値」の証明で登録がなされているからです。

世界遺産 (文化遺産 )の登録基準
(世界遺産委員会「世界遺産条約履行のための作業指針」より、文化庁仮訳。2001年現在 )

(ⅰ )人類の創造的天才の傑作を表現するもの

(ⅲ )現存する、又は消滅した文化的伝統又は文明の、唯一の又は少なくとも希な証拠となるもの

(ⅳ )人類の歴史上重要な時代を例証する、ある形式の建造物、建築物群、技術の集積又は景観の顕著な例

(ⅱ )ある期間を通じて、又はある文化圏において、建築、技術、記念碑的芸術、町並み計画、景観デザインの発展に関し、
　   人類の価値の重要な交流を示すもの

(ⅴ )特に、回復困難な変化の影響下で損傷されやすい状態にある場合における、ある文化（又は複数の文化）を代表する
　   伝統的集落又は土地利用の顕著な例

(ⅵ )顕著な普遍的な意義を有する出来事、現存する伝統、思想、信仰又は芸術的、文学的作品と、直接に又は明白に関連
　   するもの

首里城跡と世界文化遺産
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京の内とは

首里城内は、 政
まつりごと

を司
つかさど

る正殿一帯と、国王のプライベート空間である御
お

内
うち

原
ばら

、聖域空間である

京の内に大きく分けることができます。京の内は、首里城内の南西側を占める面積約 5,000 ㎡

の区画を指します。

　琉球王国の正
せい

史
し

、『中
ちゅう

山
ざん

世
せい

鑑
かん

』に記されている琉球の創
そう

世
せい

神
しん

話
わ

によると、天上に住む天帝の指

示を受けた創世神アマミクが辺
へ

戸
ど

の安
あ

須
す

森
むい

から最良の聖地を求めて南下しつつ、今
な

帰
き

仁
じん

カナヒャ

ブ、知
ち

念
ねん

森
むい

、斎
せい

場
ふぁ

嶽
だけ

、藪
やぶ

薩
さつ

の浦
うら

原
ばる

、玉城アマツヅ、久
く

高
だか

コバウ森と巡り、首里城の首
しゅ

里
り

森
むい

グスク、

真
ま

玉
だま

森
むい

グスクの御
う

嶽
たき

を創設するとともに、琉球の島々をつくります。

　京の内は、アマミクが最後に降り立った場所であり、琉球最高の聖域として認められた場所

です。ここでの「京」は、霊力（セジ・シジ）と同義とされています。歴代の国王は、この最

適の地に造った首里城を行政と祭祀の中心としました。

　王府の神
しん

女
じょ

・女
にょ

官
かん

関係の文書がまとめられた『女
にょ

官
かん

御
お

双
そう

紙
し

』には、首里城内に 10 箇所の御

嶽があるとされています。これらは城内の東西南北、南東、南西、北東、北西のほか、上下に

配置されており、ありとあらゆる方向の守りとしたと考えられます。これらの御嶽において、

祭祀を司る多くの神女たちは、国王が末永く優れた存在であり続けられるよう祈りました。こ

の様子は、『おもろさうし』の中にうたわれています。

　このような背景から、京の内跡から出土した遺物の数々は、城内で執
と

り行われた祭
さい

祀
し

に用いら

れた可能性を示しているのです。

首里城平面図
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横内家資料平面図（明治初期）をトレース・加筆

倉庫跡
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展示概要・用語解説
展示概要

　首里城京の内跡出土陶磁器は 1459年の火災で焼失した倉庫跡から出土しました。しかし、

なぜ火災にあった倉庫跡と分かったのでしょうか？

　この疑問を解くためには、『観察する』ということが重要になります。そこで、今回の展示で

は調査担当者になった気持ちで京の内跡を観察することを目的に、倉庫跡を原寸大のシートに

よって復元し、その大きさや陶磁器の出土量を体感できるよう試みました。また、一部の展示

物には観察ポイントを紹介しています。

 ：人が加工した道具や食べた後のごみなど動かすことができるもの。

 ：建物跡や古墓、溝など土地に痕跡が残るもの。

 ：本図録では石積みのこと。

　調査時に遺構の名称と種類を簡潔に表示し、管理しやすくするための記号のひとつ。

 ：遺物を含んでいる地層。

 ：ある年代や型式などの標準となる遺物や遺構が出土する遺跡。

 ：陶磁器の内外面にみられるガラス質の原料となる液体。水を通さないためや装飾の

　１つとして用いられる。

 ：焼き物に使用される土。

 ：石や金属の切断、削り、線刻時に使用される道具。

 ：孔をあける際に使用される道具。

 ：孔をあける行為。

 ：加工時にできる線のような痕跡。

陶磁器（碗）の部位名称

遺 物

遺 構

Ｓ Ａ

包 含 層

標準遺跡

釉 薬

胎 土

鑿
の み

錐
き り

穿 孔

線 状 痕

用語解説
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倉庫跡の検出①

　首里城京の内地区の発掘調査（調査総面積：約 5,000㎡）は、平成６（1994）年度～９（1997）

年度までの 4年間実施されています。平成６（1994）年度の調査では約 3ｍ四方の範囲内から、

火熱を受けた陶磁器類の破片がまとまって廃棄された倉庫跡がみつかりました。

　徐々に姿を現してきた多量の陶磁器片

を見た瞬間、これは大変なことになった

と心音の高鳴りを覚え、身震いもしまし

た。発掘調査を進めると 14世紀中頃～

15世紀中頃のものが多いことに気付き、

これは貿易陶磁器研究において重要な資

料で、陶磁器研究の標準遺跡になるもの

と実感しました。

　調査終盤には、約 60㎝もの厚さがある

陶磁器類の包含層に再度圧倒されました。

　包含層の中から土砂がみられないこと

もかなりの衝撃でした。この場所に陶磁

器類が一括で廃棄され、その後、短期間

で造成が行われたと判断できたのです。

　また、火災で焼けた陶磁器類の一部

は南西約 15㎝の位置にあった石積み

SA33・34まで運んで廃棄され、土砂や

栗石で埋められるなど火事場清掃の様子

が窺えました。

倉庫跡の検出状況

陶磁器の堆積状況

厚さ 60cm ってどのくらいかな？

ものさしで確認してみよう！

当時の人は焼けて壊れたたくさんの

陶磁器を土で埋めて、 綺麗にした

んだね！なんで火災があったと分かっ

たんだろう？

調査班　主任専門員
金城　亀信

石積み SA33・34 遺物出土状況
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倉庫跡の検出②

　発掘調査で確認された遺構の多くは保護のために埋め戻したり、調査後の開発によって失わ

れてしまうなど、実際に見るということが難しくなります。今回、展示室の中央に倉庫跡を原

寸大のシートで復元しました。実際に立ってみて、当時の調査現場を体感してみましょう。

　倉庫跡の床面は、廃棄された陶磁器等の遺物が岩盤直上まで堆積しており、判然としません

でした。また、後世の破壊もあり、残念ながら倉庫跡の具体的な構造や規模については分かっ

ておりません。しかし、遺物の出土状況や琉球石灰岩を利用した階段、扉に使用されたと考え

られる錠前が確認されたことから、倉庫跡と判断しました。

西壁石積の一部
(南北の残存長 315m

高さ 40～ 65cm)

南から北に下る階段三段
(南北の長さ 105cm、階段の幅 197～ 212cm、高さ 40～ 45cm)

階段側面の石積
(南北の長さ 110～ 130m、高さ 45cm)

➤

倉庫跡検出状況
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火災の痕跡

　遺物をよく観察すると、製作技法や

どのような環境に置かれてきたかなど

様々なことが分かります。倉庫跡から

出てきた遺物を観察してみると、煤
すす

が

付着していたり、ガラス玉や銭貨は溶

けてくっつくなど、強い熱を受けてい

ることが分かりました。また、遺物を

全て取上げると床面の岩盤が赤茶色に

変色していたことから、倉庫跡は火災

に遭っていたことが考えられました。

倉庫跡　床面の変色

陶磁器を取り上げて出てきた床面は

赤茶色だ！

繊維痕ってことは、 布袋に

入れられていたのかな？

周囲の石積みもよく見ると同じように

熱を受けて一部変色しているのう。

繊維痕のあるガラス玉
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熱によって変色した青磁

褐釉陶器片がくっついた小札・鎖
くさり

帷
かた

子
びら

溶解した銭貨の塊

表面の釉薬が

溶けてるのう。

煤が付着した白磁

洪武通宝

遺構や遺物を観察することで火

災の可能性が分かるなんて面白

いなぁ！

違う遺物同士がくっつく

こともあるんだね！

被熱で溶けて変形した
洪武通宝の文字
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産地別の出土割合

日本産
6点
日本産
6点

ベトナム産
３点

ベトナム産
３点

タイ産（半練・土器）
84点

タイ産（半練・土器）
84点

中国産
993点
中国産
993点

タイ産
76点
タイ産
76点

推定個体数
1162個体
(凡そ100％)

復元された陶磁器

　発掘調査によって、倉庫跡からは陶磁器の破片が

1463点出土しました。調査で出てくる遺物は割れて破

片になっていることが多く、完形品で出土することはな

かなかありません。そのため、調査後は破片同士をくっ

つけ、足りない部分には石膏を埋め、元の形へ戻してい

く復元作業を行います。

復元作業風景

　復元した陶磁器を産地ごとにみると、タイ産半練土器

とその他土器（84点）、中国産陶磁器（993点）、タイ産

陶磁器（76点）、ベトナム産陶磁器（３点）、日本産陶磁

器（６点）でした。

倉庫跡出土の復元された陶磁器

琉球王国は中国 ・ タイ ・

ベトナム ・ 日本の国々と交

易していたんじゃな。

すごく似ているモノもある

けど、 国によって違いが

あるのかな？

　この中国産の「元青花八宝大合子」や「紅釉水注」は首里城京の内跡で

しか確認されていない貴重な資料です。大合子はオードブルを盛る器の

ように使われ、水注は水などの液体を注ぐためのものです。これら資料

を含む倉庫跡から出土したたくさんの陶磁器は祭祀や冊封使をもてなす

際に使用されたと考えられました。

元青花八宝大合子 紅釉水注

世界中でここでしか

見つかっていないなん

てすごいね！

復元によって、倉庫跡にあった陶磁器類は

1162 個体と推定されました！
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陶磁器の観察

　発掘調査で出土した陶磁器の観察ポイントはその種類や産地、年代によって異なり、技法や

形で見分けられるものもありますが、言葉で表現するには難しく、雰囲気で感じ取る部分もあ

ります。ここでは、そのポイントを掻い摘んでご紹介します。

中国産　青磁

　表面の色が緑や水色のやきものです。沖縄から出土する青磁の多くは、浙江省西南部の龍泉

窯だと考えられています。作られた時期によって特徴は異なりますが、京の内の倉庫跡から出

土したものは、比較的釉薬が厚く、重量感があります。文様もヘラで削ったりスタンプの様な

ものを押したり、逆に盛り上がらせることで表面を飾ります。

中国産　白磁

　青磁の胎土や釉薬から不純物を取り除き、白く改良されたやきものです。そのため、青磁と

も白磁とも言える中間的な様相のものもあります。倉庫跡から出土したものは、景
けい

徳
とく

鎮
ちん

窯
よう

系と

福
ふっ

建
けん

産と考えられています。景徳鎮窯系は、素地が白くて薄く、釉薬が透明もしくは少し白濁

しています。それに比べ福建産は、素地は厚みがありやや軟質で風合いが異なります。

中国産　青花（染付）

　白地に、青に発色する酸化コバルトで文様を描いたやきものです。白磁の素地に施文をし、

その上に透明釉をかけますが、釉薬がかかると全体的にほんの少し青みがかった感じになるも

のが多いです。京の内の倉庫跡から出土したものは景

徳鎮窯のものになりますが、他の産地に比べ、素地は

薄くて白く、青色が鮮やかに発色します。

ベトナム産　染付

　素地が軟質で陶器と磁器の中間の様な質感です。

素地が白くないので表面に白化粧を施し、その上に

文様を描き透明釉をかけます。このような技法で作

られていますので、中国産のものに比べると透明感

がない印象です。また、高台内に鉄
てつ

錆
さび

を塗り茶色く

なる「チョコレートボトム」という特徴もあります。

中国・タイ産　褐釉陶器

　陶器に褐色つまり茶色の釉薬をかけたやきものです。沖縄で出土するものの多くが壺で、そ

の中身が商品でその容器としてもたらされたと考えられています。中国産は内外面の全体に釉

薬がかかるものが多く、比較的厚みも薄くなります。また、タイ産のものは口の部分の形がラッ

パのように開く特徴があります。この両者の破片を見分けることは、始めは難しいですが、経

験を積むと段々わかってきます。

上段：中国産青花　下段：ベトナム産染付

似ているものじゃが、 素地や厚みなどを

観察すると、 違いがみえてくるぞ。
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中国産のやきもの

タイ・ベトナム産のやきもの

沖縄出土の
タイ産褐釉陶器壺の代表的な形

沖縄出土の
中国産褐釉陶器壺の代表的な形

青花（染付）

褐釉陶器

青磁

白磁

タイ産褐釉陶器

ベトナム産染付

褐釉陶器は、 ペットボトル

のように、 商品を入れる容

器の役割をしていて、 大き

な壺は、 お酒が入っていた

と考えられているんだって！

出土品が、 バラバラの

破片でも、 焼き物の

知識があるから、 ここ

まで復元することがで

きるんだ！
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倉庫跡に迫る！
　出土した陶磁器を観察した結果、中国産の青磁雷文帯碗と青磁連弁文碗の破片が多いことが

分かりました。この２種類が 14世紀中頃〜 15世紀中頃に位置付けられていたことから、倉庫

跡は 15世紀中頃のものと考えられました。そこで、この時期の首里城内の倉庫火災について

文献史料を調べた結果、以下、２件が該当することが分かりました。

　①琉球王国の正史『中山世譜』（註 1）「尚泰久王」の項で「景泰四年（1453年）尚金福王薨世子

　　志魯将位時王弟布里・（略）・両軍混殺満城火起府庫焚焼」に起きた「志魯・布里の乱」

　発掘調査では倉庫跡の床面や石積みの状態から被災面積は小規模であり、周辺の遺構には火

災の痕跡が認められませんでした。このことから、単独の火災で被災した倉庫跡と判断し、被

災時期は上記の②『明實録』記載の天順三年（1459年）として位置付けました。

　さて、倉庫跡から出土したのは陶磁器だけではありません。金属製品で

は香炉や鏡など祭祀に使用されたと考えられるものの他、倉庫の扉に使用

されたと考えられる錠も出土しています。このことから、倉庫には扉があ

り、祭祀に使う食器や道具が大切に納められていたと考えられます。

倉庫跡完掘状況

倉庫跡のところだけ

周辺と地面の色が違う！

銅鏡・香炉 錠・蝶番・ 鎹
かすがい

　②中国明王朝の正史『明實録』（註 2）の英宗実録「天順三年（1459年）・（略）・本国王府失火．

　　延焼倉庫銅銭貨物．」

聖域といわれる

京の内ならでは

の倉庫だったん

だね！

発掘調査と昔の記録、

どれも過去を知るには

重要なんじゃよ。
昔
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0 50cm

①

②

③

コラム  －京の内出土の大龍柱の破片ー

　1994（平成 6）年度の京の内地区の発掘調査で、継ぎ目

や臍
ほぞ

穴
あな

（接続穴）のある首里城正殿の階段両脇に設置されて

いた大龍柱の破片が出土していました（写真１～写真４）。

この大龍柱の破片資料の裏側右半分には、臍穴をあける時

の加工痕が観察できます。臍穴は最初に唐
トー

錐
ギリ

（註１：回転式

の手動錐
きり

）によって孔があけられ、その後に鑿
のみ

を使用して

臍穴を大きくしたようです。

　正殿と共に平成４年に公開された大龍柱の復元と研究を

おこなった西村貞雄氏に、この大龍柱の破片資料を観察し

てもらいました。その結果、正殿に向かって右側に設置さ

れていた三分割（註２）で組み立てられていた阿形大龍柱の

右腕中央付近から右側胴体部分の破片であることが判りま

した。さらに、京の内の大龍柱の破片資料は、1709年に

謝敷宗逢によって製作された大龍柱（高さは 3.10mと推定）

（註２）の可能性が高いとのことでした。

《 大龍柱図 》
復元模型（西村貞雄氏作成の縮尺 1/5 の阿形大龍柱）を元に図化。
①～③は、三分割の推定。
赤部分は、出土破片の推定位置。

阿形大龍柱破片（細粒砂岩製。重量 3.02㎏）

写真１．鑿
のみ

で掘り込まれた鱗
うろこ

は、鑿跡が丁寧に磨き消されています。
写真２．左側の出っ張りは腕になります。
写真３．穿孔時に使用した錐

きり
や鑿の痕跡があります。

写真４． 三分割の継ぎ目の面となる部分は、鋸
の こ

曳
び

きによる線状痕と接合時に
　　　　 使用した漆喰が付着しています。なお、接合用の臍穴の復元直径は
　　　　 約 26cm を測りました。

写真１（右側面） 写真２（正面） 写真３（裏面）

写真４（底面）

〈 金城 亀信 〉
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京   の   内   の   遺   物 中 国 ・ 沖 縄 の 主 な 流 れ

中
国

琉
球

日
本

六 〇 七 　 　 隋 の 煬 帝 、 朱 寛 を 琉 球 に 派 遣

— 南 宋 か ら 元 に か け て 陶 磁 器 の 輸 出 が め ざ ま し く な る —

　 — 中 国 江 西 省 ・ 景 徳 鎮 の 台 頭 —

— こ の 頃 、 景 徳 鎮 で 青 花( 染 付) 磁 器 が 完 成 す る —

　 — こ の 頃 、 景 徳 鎮 で 五 彩 色 絵 が 創 作 さ れ る —

一 三 五 〇 　 察 度 、 浦 添 按 司 か ら 中 山 王 と な り 首 里 へ

一 三 六 八 　 明 が 興 る

一 三 七 二 　 中 山 王 察 度 、 は じ め て 明 に 進 貢

一 三 八 〇 　 山 南 王 承 察 度 、 明 に 進 貢

一 三 八 三 　 山 北 王 怕 尼 芝 、 明 に 進 貢

一 三 八 五 　 明 の 太 祖 、 中 山 ・ 南 山 両 王 に 海 船 贈 与

一 三 八 九 　 察 度 、 朝 鮮( 高 麗) と 通 好 す る

一 三 九 二 　 門 人 三 六 姓 、 渡 来 と 伝 わ る

一 四 〇 四 　 冊 封 使 、 は じ め て 来 琉 　 　 　

　 　 　 　 　 シ ャ ム( タ イ) 船 渡 来 し 交 易

一 四 〇 六 　 尚 巴 志 、 武 寧 王 を 討 ち 父 ・ 思 紹 を 王 に た て る 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　< 察 度 王 統 滅 亡 、 第 一 尚 氏 興 る>

一 四 一 六 　 尚 巴 志 、 山 北 王 攀 安 知 を 討 つ

一 四 二 〇 　 尚 思 紹 、 シ ャ ム に 使 を 遣 わ す

一 四 二 一 　 バ レ ン バ ン( イ ン ド ネ シ ア) と の 交 渉 は じ ま る

一 四 二 七 　 龍 潭 を 掘 り 安 国 山 を 築 く

一 四 二 九 　 尚 巴 志 、 三 山 統 一

虫

一 四 五 三 　 志 魯 ・ 布 里 の 乱 が 起 こ り 、 首 里 城 炎 上

— 五 彩 の 手 法 が 中 国 ・ 民 窯 で 盛 ん に な る —

一 四 五 四 　 尚 泰 久 の 即 位

一 四 五 六 　 冊 封 使 の 李 秉 彜 ら 来 琉

一 四 五 八 　 万 国 津 梁 の 鐘 鋳 造

一 四 五 九 　 首 里 城 京 の 内 倉 庫 が 炎 上

一 四 六 三 　 マ ラ ッ カ へ 使 者 を 派 遣

一 四 七 〇   金 丸( 尚 円) 即 位

　 　 　 　 　 　 　 　< 第 二 尚 氏 王 統 始 ま る>

一 四 七 七 　 首 里 城 歓 会 門 、 久 慶 門 の 創 建

一 四 九 〇 　 パ タ ニ( タ イ) と 始 め て 交 易

— こ の 頃 か ら 、 沖 縄 に 入 っ て く る 陶 磁 器 が 減 少 し 始 め る —

一 五 〇 一 　 玉 陵 を 築 く

一 五 〇 八 　 首 里 城 北 殿 の 創 建

一 五 二 九 　 首 里 城 守 礼 門 の 創 建

一 五 七 〇 　 南 方 貿 易 の 記 録 途 絶 え る

1
2
0
0

1
3
0
0

1
4
0
0

1
5
0
0

首
里
城
京
の
内
関
連
年
表
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主な引用

倉庫跡に迫る！

　註１．沖縄県教育委員会『蔡温本 中山世譜』1986年

　註２．日本史料集成編纂会『中国・朝鮮の史籍における日本史料 明實録之部１』国書刊行会 1979年

コラム―京の内出土の大龍柱の破片―

　註１．小野まさ子「船作事について－吉田真栄氏よりの聞き書きをもとに－」『西表島船浦スラ所跡－港湾

　　　　施設用地工事等に伴う発掘調査－』沖縄県文化財調査報告書 第 101集 沖縄県教育委員会 1991年

　　　　3月

　註２．-a．西村貞雄「首里城正殿大龍柱 (縮尺 1/5）復元経過について」『首里城正殿予備設計報告書』

　　　　　　 沖縄総合事務局 国営沖縄記念公園事務所 昭和 63（1988）年 3月

　　　　-b．西村貞雄「龍柱について」『琉球大学教育学部紀要』第 33集 第 1部　1988年

　　　　-c．西村貞雄「首里城正殿・大龍柱の「向き」についての考察」『琉球大学教育学部紀要』第 42集

　　　　　　 第 1部 1993年 3月

　　　　-d．令和 2年 2月 26日に西村貞雄氏に京の内出土の大龍柱の破片を観察して頂いた際に「大龍柱は

　　　　　　頭部・胴部・尾部（尾の巻付け）三分割で製作後に三つ部位を連結して組み立てた。」ものと教

　　　　　　示を頂いた。
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